
新型コロナワクチン接種についての

重要なお知らせ

新型コロナワクチンについての問い合わせや情報はこちら

　ワクチン接種は強制ではありません。ワクチンの効果と副反応のリスク双方について理解し、ご本人

が納得した上で接種を判断してください。

◦音更町コロナ専用ダイヤル　☎０５７０－０８０－３９６（３月３１日㈰まで）

※�平日の午前８時４５分～午後５時３０分。ナビダイヤルで通常の通話料金が発生します。

◦北海道新型コロナワクチン接種相談センター　☎０１２０－３０６－１５４

※午前９時～午後５時３０分。土・日曜日、祝日も受け付け可能です。

ワクチンに関する情報サイト

▲厚生労働省 ▲北海道 ▲音更町

新型コロナワクチン接種の検討について

▲有効性・安全性・
　副反応について

▲接種予約受付
　サイト

◆令和６年度以降の新型コロナワクチン接種について

　令和６年度からは個人の重症化予防を目的とし、インフルエンザ予防接種と同じ「Ｂ類疾病の定期接

種」として実施します。

◦接種を希望する人は、期間内に余裕を持って受けてください。

◦接種券については町ホームページでご確認ください。

�◦秋開始接種（令和５年９月２０日以降の追加接種）は、１人１回まで受けることができます。

問合先　保健センター内健康推進課【３月３１日㈰まで】☎０５７０－０８０－３９６（音更町コロナ専用ダイヤル）

　　　　　　　　　　　　　　　　【４月１日㈪から】☎４２－２７１２

　令和３年５月から開始した無料で受けられる新型コロナワクチン接種は、

をもって終了します。３３月月３０３０日㈯日㈯

接種対象者

◦６５歳以上の高齢者

◦�６０～６４歳の基礎疾患を有し重症化リスクが高い人（インフルエンザワクチン

と同様の対象者）

接種費用 原則、対象者は一部自己負担が発生します。

接種時期 秋冬に１回接種

使用ワクチン
流行しているウイルスやワクチンの有効性に関する科学的知見を踏まえ、ワク

チンのウイルス株が毎年選択されます。

※対象者以外の人は、任意接種として全額自己負担で接種できます。
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　この制度は、医療保険と介護保険の両方を利用している世帯の自己負担を軽減するものです。同じ世

帯の加入者が「病院にかかったとき」と「介護サービスを利用したとき」の１年分の自己負担額の合計

が下表の基準額を超えた場合、超えた額が「高額介護合算療養費」として支給されます。

　なお、支給の対象となる人には、３月以降にお知らせする予定ですので、役場町民課または木野支所

に申請してください。

◆支給の対象となる期間

　令和４年度分（令和４年８月１日～令和５年７月３１日）の期間

※�他市町村から転入した人、期間中に保険制度の異動があった人にはお知らせできない場合がありますので、

お問い合わせください。

問�合先　国民健康保険および後期高齢者医療保険…役場町民課国保医療係（内線５４６）、介護保険…保健セン

ター内高齢者福祉課介護保険係☎３２－４５６７、℻３２－４５７６

高額介護合算療養費のお知らせ高額介護合算療養費のお知らせ

高額介護

合算療養費

同じ世帯の医療保険・介護保険加入者の合計額

医療費
の自己負担額

介護サービス費
の自己負担額

下表の

基準額

７０歳以上の人の基準額（１世帯当たり）

① 後期高齢者医療

保険証・高齢受

給者証の負担割

合が「３割」に

なっている場合

課税所得６９０万円以上 ２１２万円

② 課税所得３８０万円以上 １４１万円

③ 課税所得１４５万円以上 ６７万円

④ 上記以外の住民税課税世帯の場合 ５６万円

⑤ 世帯全員が住民税非課税の場合 ３１万円

⑥
⑤のうち、世帯全員の所得が０円で公的年

金受領額が８０万円以下の場合
１９万円

＝ ＋ ー

※�旧ただし書所得とは、総所得金額などから基礎控除額（４３万円）を差し

引いた額です。

※�後期高齢者医療保険（または国民健康保険）と介護保険の自己負担額の

どちらかが０円の場合は対象となりません。

※基準を超えた額が５００円以下の場合は支給されません。

※�対象となる世帯に７０歳～７４歳の人と７０歳未満の人がいる場合は、別途

の計算となります。詳しくはお問い合わせください。

７０歳未満の人の基準額（１世帯当たり）

① 旧ただし書所得が９０１万円超の場合 ２１２万円

②
旧ただし書所得が６００万円超９０１万円以下

の場合
１４１万円

③
旧ただし書所得が２１０万円超６００万円以下

の場合
６７万円

④ 旧ただし書所得が２１０万円以下の場合 ６０万円

⑤ 世帯全員が住民税非課税の場合 ３４万円
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パブリックコメントの結果を公表しますパブリックコメントの結果を公表します　　

　町は、各種計画の策定などに当たり、町民の皆さんのご意見やご提案を反映するために、パブリック

コメント手続きによる意見募集を行いました。いただいたご意見の概要とこれに対する町の考え方を公

表します。貴重なご意見をいただきありがとうございました。

　なお、提出されたご意見や公表内容は、各担当課と木野支所のほか、町ホームページで閲覧できます。

意見の概要 町の考え

　気軽に体を動かす機会の提供について、自動車の運

転ができない高齢者もいることから、運動施設への交

通手段も合わせて提供してはどうでしょうか。

　町では、高齢者が身近な場所で運動ができるよう町

内７カ所の地域会館やコミセンで介護予防教室を実施

するほか、送迎付きの介護予防事業も行っています。

　また、運動施設に限らず、日常生活の中で体を動か

す機会の提供に取り組んでいきます。

　化学物質過敏症について、町では啓発ポスターを制

作していますが、実効性が感じられません。香害によ

る健康被害の深刻さを広く周知し、誰もが健康で安心

した生活ができるまちづくりをしていただきたい。

　化学物質過敏症は、生活環境の中の微量な化学物質

に接することでさまざまな健康被害が引き起こされる

病態で、誰もが発症する可能性があります。

　計画の基本方針「社会環境の質の向上」という視点か

ら、取組方針に「化学物質過敏症について周知・啓発を

図ります。」の文言を追加します。

①健康おとふけ２１（第３期）の策定　意見２件

意見の概要 町の考え

　老人クラブの会員数、クラブの減少について老人と

いう言葉も一つの要因です。老人福祉法で規定されて

いる以外は別の言葉で表現してみては。アクティブな

高齢者はいます。

　「老人」という表現については今後も継続して検討し

てまいりますが、「老人クラブ」という文言は老人福祉

法や北海道、音更町の要綱などで使われています。「老

人大運動会」という名称は５０年続く名称であり、平成

３０年度に行ったアンケートでは７７％の高齢者が「名称

変更は不要である」との意向が示されています。この

ような理由から、計画書の文言修正は見合わせます。

　人生会議の日が１１月３０日に制定されました（リビン

グウイル）、意思決定ノートの活用やエンディングノー

トとの関連、１１月の介護の日やケアラー支援月間とも

合わせてカフェ、福祉まつりなどでの積極的な啓発が

必要です。

　いただいたご意見を踏まえ、「基本方針２基本施策２

事業の展開ウ」の「住民への普及啓発」の素案での事

業内容に、「在宅医療・介護、看取り、人生の最終段階

における意思決定に対する住民の理解が促進されるよ

う、各種催しを利用した啓発や住民向け講演会、ＡＣ

Ｐ（人生会議）に関する出前講座を開催します。」と文

言を追加し、修正します。

②第９期おとふけ生きいきプラン２１の策定　意見５件
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意見の概要 町の考え

　地域共生生活に向けた交流の場や拠点づくりが必要

です。行政任せのところがありましたが、これからは

地域住民が町内会やサロン、老人クラブ、コミサポ、

認知症カフェなどに積極的に参加し交流の場の確保が

急務です。

　今後も地域の支え合う仕組みづくりの整備に努めて

いきます。

　認知症基本法が本年度から施行され共生社会の実現

が求められています。認知症に関する正しい知識と正

しい理解を深め偏見をなくし、自分事としてとらえる

ことが第一です。そのための認知症サポーター講座の

受講者は現在１９％しか受講されていません。多くの町

民が受講できるように例えば町内会単位で受講できる

ようにしてほしい。９月の認知症月間を利用して希望

を伝えるカードや認知症本人の出番も必要です。

　認知症の人が尊厳と希望を持って自分らしく暮らす

姿は、認知症に対する見方を変えるきっかけとなりま

す。「認知症になったら何もできなくなる」といった否

定的で画一的な見方を払拭する観点から、地域で暮ら

す認知症の人とともに発信し、正しい理解の普及啓発

に努めていきます。�

　ご意見の例を参考にさせていただきながら、認知症

月間での集中的な普及啓発のほか、認知症における講

座や講演会、研修会などの各種施策に取り組んでいき

ます。

　認知症基本法で意思決定支援が規定されています。

意思決定支援ガイドライン（認知症の人、障がい者、

後見人、人生の最終段階）が定められています。意思

決定支援も計画しては。

　認知症の人の支援においては、その容態にかかわら

ず、「本人には意思があり、意思決定能力を有する」こ

とを前提に支援する必要があることから、意思決定支

援について基本方針４基本施策３に明記しています。

また、４つのガイドラインについては、医療・介護連

携や認知症、権利擁護等の各種研修会に取り入れてお

り、専門職の対応力向上に努めています。

　いただいたご意見を踏まえ、「基本方針５基本施策２

（４）権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築と中

核機関の機能強化」に、「権利擁護支援においても、意

思決定支援の考え方が重視されていることから、各種

会議や研修の中で意思決定支援の内容を取り入れ、関

係者で共通認識を持ち支援できる体制を整えます。」と

明記します。

③おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定　意見１件

意見の概要 町の考え

　基本方針の「障がいに対する理解や配慮の促進」の「配

慮」の部分について、「合理的配慮」としてはどうでし

ょうか。

　いただいたご意見を踏まえ、「合理的配慮」という表

現に修正します。

①保健センター内健康推進課☎４２－２７１２
②保健センター内高齢者福祉課☎３２－４５６７
③役場福祉課障がい福祉係（内線５１２）

問合先問合先

▲町ホームページ
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図１　救急出動状況

区 分
令和５年
件　数

令和４年
件　数

前 年 比

建 物 １０ ６ ４

林 野 ０ ０ ０

車 両 ４ ４ ０

野 火 ０ ０ ０

そ の 他 ２ ３ △１

計 １６ １３ ３

火災発生状況

区 分 令和５年 令和４年

建 物 １２，４０９ ５，０１０

収 容 物 ２，３１１ ４，３１８

車 両 ３，７６４ ６２９

そ の 他 ２３ ０

計 １８,５０７ ９,９５７

火災による損害額（千円）

図３　搬送者の傷病程度別人数と割合

救救

火火

消消

出動件数（単位：件）

搬送人員（単位：人）

交通事故９５件（４．７％）
火災２件（０．１％）

労働災害２５件（１．２％）

運動競技１９件（０．９％）

一般負傷
２５３件

（１２．６％）

加害
５件（０．３％）

自損行為
２２件（１．１％）

急病
１，３７２件
（６８．１％）

転院搬送
２０６件

（１０．２％）

その他１７件（０．８％）

死亡
（初診時死亡）
４２人（２．３％）

重症
（３週間以上の

入院加療）
２１０人（１１．５％）

中等症
（３週間未満の

入院加療）
７００人（３８．４％）

軽症
（入院加療不要）
８７１人（４７．８％）

図２　事故種別件数

２２００

２０００

１８００

１６００

１４００

１２００
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

２，０１６

１，５９７

１，３９０

１，６１７

１，７９１

１，８２３

１，４９５

１，３０２

１，４６６

１，６０８
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環 境 通 信
音更霊園の水くみ場などの使用開始音更霊園の水くみ場などの使用開始

合同納骨塚の受け付け開始合同納骨塚の受け付け開始
くりりんセンターへのごみの持ち込みくりりんセンターへのごみの持ち込み

多量ごみの処分方法多量ごみの処分方法

　引っ越しや遺品整理などで出た多量のごみを一度

に集積場所に出すことはできません。多量のごみを

出したい場合は次の方法でお願いします。

◦くりりんセンターへ持ち込む。

◦町が許可する収集運搬業者に依頼する。

※�処理を依頼する場合、収集運搬手数料（業者によ

って異なります）と１０㌔あたり１７０円の処理料金

がかかります。なお、処理内容や依頼日程などに

よっては、引き受けできない場合があります。料

金などの詳細については、直接収集運搬業者へお

問い合わせください。

　�収集運搬業者一覧については、町ホームページを

ご覧いただくか、役場環境生活課へお問い合わせ

ください。

引っ越しごみなど多量ごみの処分方法について

　冬期間閉鎖していた音更霊園の水くみ場とトイレ

は、４月５日㈮から使用を開始します。なお、春の

お彼岸期間の３月１７日㈰～３月２３日㈯は、水くみ

場のみ６カ所が使用できます。詳細は現地の案内図

をご覧ください。

音更霊園の水くみ場とトイレの使用を開始します

　くりりんセンターでは、家庭から出たごみの持ち

込みを受け入れていますが、近年、利用者の増加に

より待ち時間が非常に長くなっています。特に、春

の引っ越しシーズンは家庭ごみの持ち込みが増え、

大変混雑します。引っ越しなどの予定がある場合は、

通常の収集日に計画的にごみ出しするなど、混雑解

消にご協力ください。また、ごみを分別していない

状態で搬入すると、くりりんセンター内で改めて分

別する必要があり、混雑の原因となりますので、搬

入前に分別をお願いします。なお、くりりんセンタ

ーに持ち込む際の分別方法は通常の分別方法と異な

りますので、町ホームページをご覧いただくか、役

場環境生活課へお問い合わせください。

くりりんセンターへのごみの持ち込みについて

　音更霊園内にある合同納骨塚について、令和６

年度の使用受け付けを開始します。

　合同納骨塚とは、一つのお墓に複数のお骨を一緒

に納める合葬式のお墓で、お墓がない人、お墓があ

っても引き継ぐ人がいないなど、音更町にゆかりの

ある人が利用することができる合同の施設です。

骨箱や骨壺から遺骨のみを取り出して埋蔵しますの

で、納骨すると二度と取り出すことができなくなり

ます。ご使用に当たっては、親族の皆さんと十分に

相談してから申し込んでください。

▽ �受付期間　３月１日㈮から１１月２０日㈬まで（閉

庁日を除く）

▽ �納骨期間　４月から１１月までの閉庁日を除く原

則毎週金曜日に納骨します。

　申込条件などの詳細は、町ホームページをご覧

いただくか、役場環境生活課へお問い合わせくだ

さい。

合同納骨塚の受け付けを開始します

役場環境生活課環境生活係

（内線５６２）問合先

2024.37


